
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
矯
正
院
の
内
と
外

　
　
　
一
＝
ハ
世
紀
後
半
の
富
ン
ド
ン
に
お
け
る
道
徳
の
取
締
り
一

乳

原

孝

ブライドウェル矯正院の内と外（乳原）

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
一
六
世
紀
以
降
の
ヨ
ー
胃
ッ
パ
諸
都
市
は
そ
の
貧
民
問
題
に
対
す
る
対
策

と
し
て
、
彼
ら
を
あ
る
施
設
に
監
禁
し
、
強
制
労
働
を
課
す
と
い
う
政
策
を

取
る
よ
う
に
な
る
。
　
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
は
、
「
治
安
」
の
観
点
に
基
づ

い
た
、
貧
民
な
ど
の
こ
う
し
た
監
禁
の
現
象
を
「
大
い
な
る
閉
じ
込
め
」
と

呼
び
、
西
洋
近
世
を
彼
ら
「
非
理
性
」
の
者
た
ち
が
監
禁
施
設
の
中
に
排
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
る
蒔
代
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
の
議
論
は
貧
民
闇
題
に
関
わ
る
歴
史
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
④

た
ち
に
も
影
響
を
与
え
、
ギ
ュ
ッ
ト
ン
、
ゲ
レ
メ
ク
、
リ
ス
と
ソ
リ
ー
な
ど

は
、
西
洋
諸
国
の
様
々
な
監
禁
施
設
の
例
を
挙
げ
て
こ
の
聞
題
を
論
じ
て
い

る
。
ギ
ュ
ッ
ト
ソ
は
、
「
閉
じ
込
め
」
だ
け
が
唯
　
の
貧
民
政
策
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
貧
民
救
済
も
根
強
く
存
続
し
て
い
る
の
で
、
「
大
い
な
る
閉
じ
込

め
」
と
い
っ
た
議
論
は
偏
っ
た
見
方
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い

⑤る
。
確
か
に
、
都
市
に
居
住
す
る
貧
民
す
べ
て
が
監
禁
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
そ
れ
が
唯
一
の
政
策
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
エ
ハ
世
紀

以
降
の
多
数
の
ヨ
…
ロ
ッ
パ
諸
都
市
に
お
い
て
監
禁
施
設
が
設
立
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
西
洋
近
世
に
概
ね
共
通
の
経
験
と
し
て
、
こ
の
監

禁
の
現
象
が
貧
民
問
題
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
近
代
社
会
の
形
成
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
有
す
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
闇
題
を
考
察
す
る
際
に
、
ま
ず
も
っ
て
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
個
々
の
監
禁
施
設
の
実
証
研
究
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
比
較
研

究
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
・

ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
一
五
五
三
年
に
設
立
さ
れ
一
五
五
六
年
か
ら
運
営
さ
れ
る

が
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
「
閉
じ
込
め
」
論
以
降
、
こ
の
よ
う
な
監
禁
施
設
の

最
も
初
期
の
も
の
の
…
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ゲ
レ
メ
ク
は
、

浮
浪
罠
や
怠
惰
な
者
に
労
働
を
課
し
て
矯
正
す
る
、
「
労
役
場
」
あ
る
い
は
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「
矯
正
院
」
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
施
設
と
し
て
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
を

　
　
　
　
⑦

捉
え
て
い
る
。
ま
た
リ
ス
と
ソ
リ
ー
は
、
よ
り
懲
罰
的
性
格
の
強
い
、
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

初
期
の
「
閉
じ
込
め
」
の
施
設
と
し
て
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ブ

ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
収
容
者
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
ま
た
そ

の
運
営
の
実
際
に
つ
い
て
、
充
分
な
実
証
的
研
究
が
為
さ
れ
て
き
た
と
は
言

い
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
元
来
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
救
貧
史
の
研

　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

究
に
お
い
て
、
ま
た
監
獄
史
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
の
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
が
、
研
究
文
献
と
し
て
は
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
や
オ
…
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
に
よ
る
古

典
的
著
書
な
ど
に
限
ら
れ
、
充
分
な
実
証
を
伴
わ
ず
に
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
像

が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ブ
ラ

イ
ジ
ウ
ェ
ル
は
浮
浪
民
対
策
の
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
、
怠
惰
な
浮
浪
畏
や

淫
ら
な
売
春
婦
に
労
働
を
課
し
て
矯
正
し
、
ま
た
貧
民
の
孤
児
に
職
業
訓
練

を
施
す
が
、
後
に
は
単
な
る
懲
罰
機
関
に
変
化
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
き
た
。
　
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
像
は
、
西
洋
近
世
に
特
徴
的
な

「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
の
問
題
と
の
関
係
に
お
い
て
、
実
証
的
に
再
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
筆
者
は
以
前
の
拙
稿
に
お
い
て
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
「
法
廷
記
録
」
の

残
存
す
る
第
一
巻
（
一
五
五
九
－
六
二
年
）
の
分
析
に
基
づ
き
、
開
設
当
初

の
こ
の
施
設
の
性
格
・
機
能
を
考
察
し
た
。
「
法
廷
記
録
」
は
ブ
ラ
イ
ド
ウ

ェ
ル
に
連
行
さ
れ
て
来
た
者
の
取
り
調
べ
や
処
罰
の
決
定
な
ど
を
記
録
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
エ
ル
研
究
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
の
史
料

も
、
A
・
L
・
ベ
イ
ア
ー
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
浮
浪
民
問
題
の
研
究
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ど
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
充
分
な
分
析
は
行
わ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
「
法
廷
記
録
」
の
第
二
巻
（
一
五
七
四
一
七
六

年
）
と
第
三
巻
（
一
五
七
六
一
七
九
年
）
の
分
析
に
主
と
し
て
基
づ
い
て
い

　
⑳

る
が
、
第
一
巻
も
含
め
て
、
　
六
世
紀
後
半
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
こ
の
施

設
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
の
問
題
に
対

し
、
そ
の
考
察
の
た
め
の
一
つ
の
個
別
研
究
を
成
す
こ
と
を
團
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
拙
稿
に
お
い
て
主
に
主
張
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル

が
対
処
し
た
の
は
浮
浪
民
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
軽
犯
罪
者
が
対
象
に
な

っ
て
お
り
、
性
犯
罪
や
占
有
奪
取
の
容
疑
で
連
行
さ
れ
て
来
た
者
の
方
が
、

数
の
上
で
は
浮
浪
民
よ
り
も
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も

開
設
当
初
の
時
期
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
が
ま
ず
も
っ
て
浮
浪
罠

を
対
象
に
し
た
施
設
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
ブ
ラ

イ
ド
ウ
ェ
ル
は
浮
浪
民
の
怠
惰
の
み
で
は
な
く
、
性
道
徳
を
含
め
た
一
般
民

衆
の
道
徳
の
「
欠
如
」
を
取
締
り
の
対
象
に
し
て
い
て
、
処
罰
、
強
制
労
働

を
通
し
て
、
民
衆
を
道
徳
化
し
て
い
く
た
め
の
世
俗
施
設
と
し
て
捉
え
得
る

こ
と
で
あ
る
。

　
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
論
点
は
上
記
一
五
七
〇
年
代
の
法
廷
記
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録
第
二
巻
、
第
三
巻
に
お
い
て
も
確
認
、
補
強
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ

ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
従
っ
て
、
浮
浪
民
対
策
の
施
設
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り

広
く
民
衆
の
道
徳
化
を
目
的
と
す
る
道
徳
上
の
矯
正
施
設
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
更
に
論
じ
た
い
が
、
民
衆
と

こ
の
施
設
と
の
拘
わ
り
、
つ
ま
り
民
衆
の
密
告
や
依
頼
に
よ
る
道
徳
違
反
者

の
処
罰
・
矯
正
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
当
時
の
ロ
ソ
ド
ソ
社
会
に
お
け

る
こ
の
施
設
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
拙
稿
で
扱
い
得
な
か

っ
た
、
施
設
内
の
労
働
、
施
設
の
財
源
、
そ
し
て
開
設
当
初
と
比
較
し
て
の

施
設
の
運
営
上
の
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
う
。

　
①
　
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
、
団
村
淑
訳
『
狂
気
の
歴
史
』
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
、

　
　
第
｝
部
、
第
二
章
。

　
②
　
一
も
●
O
昇
8
罰
卜
蹟
旨
“
ミ
駄
職
N
題
憶
§
噛
ミ
塁
§
奪
ミ
愚
3
k
ミ
・
、
一
k
ミ
窺
山

　
　
い
穂
ミ
3
℃
φ
郵
㌧
一
Φ
設
、
℃
や
一
器
塗

　
③
切
●
○
曾
。
ヨ
。
ぎ
ト
翁
特
ミ
ミ
§
。
袋
ミ
誉
ミ
”
O
鉱
ロ
ヨ
p
a
い
一
Φ
。
。
メ
℃
℃
』
①
。
。
篭
こ

　
　
プ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ゲ
レ
メ
ク
、
早
坂
真
理
訳
『
憐
れ
み
と
縛
り
首
』
平
凡
社
、
一

　
　
九
九
三
年
、
第
五
章
。

　
④
Ω
ご
ω
9
＆
彰
ω
o
ζ
」
♂
喫
ミ
．
ミ
§
織
G
工
高
騎
騨
§
§
等
や
N
9
ミ
§
ミ
ミ

　
　
津
ミ
愚
♪
潤
錠
く
窃
訂
戦
℃
噌
霧
ω
、
一
り
◎
。
卜
。
慧
℃
や
一
一
①
篤

　
⑥
　
￥
即
O
幕
8
戸
。
や
9
戸

　
⑥
　
「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
労
役
場
と
慈
善
学
校
－

　
　
西
欧
近
代
初
頭
に
お
け
る
貧
災
の
『
閉
じ
込
め
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
」
『
人
文
論

　
　
究
』
第
三
八
巻
、
第
三
丹
、
一
九
八
八
年
＝
月
。
同
「
西
欧
近
代
初
頭
に
お
け

　
　
る
貧
民
の
閉
じ
込
め
ー
ル
ー
ア
ン
市
の
縫
合
1
」
『
関
学
西
洋
史
論
集
ヨ
七

　
　
号
、
一
九
八
九
年
六
月
、
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
じ
¢
・
O
理
。
ヨ
①
ぎ
。
や
。
搾
．
℃
℃
・
県
費
－
卜
。
謡
．
邦
訳
、
二
九
八
一
三
〇
一
頁
。

⑧
◇
賦
ω
碧
儀
国
・
o
り
。
ぎ
。
℃
’
9
θ
‘
や
＝
。
。
．

⑨
　
例
え
ば
、
国
．
諸
．
U
③
o
嵩
胃
9
↓
ぎ
肉
ミ
骨
ミ
亀
。
鳶
呈
導
碇
ミ
怨
き
ミ

　
需
鴨
勘
§
（
織
り
8
）
、
団
轟
コ
ド
O
霧
ω
”
『
。
箕
．
一
8
伊
娼
マ
。
。
⑦
融
．
嚇
≦
◆
剛
〈
’
一
〇
邑
雪
”

　
日
ぎ
G
鳶
ミ
ミ
題
ミ
ト
§
§
9
い
ミ
き
∴
＆
9
（
一
8
0
Y
＞
『
o
置
雪
こ
ご
8
冨
、
お
覧
’

　
一
㊤
謹
》
勺
唱
■
一
り
ω
ム
Φ
9
嚇
膨
Q
o
一
き
ぎ
ぎ
q
ミ
黛
§
職
き
ミ
二
二
惹
撃
ミ
ミ
§
賊

　
恥
ミ
ミ
馬
寧
喚
§
長
U
8
σ
q
ヨ
彦
㌧
一
り
。
。
Q
。
’
醤
・
。
。
。
一
ヨ
．

⑩
例
え
ば
、
の
．
雪
α
¢
≦
⑦
げ
ダ
肉
亮
霧
｝
卜
。
ミ
O
ミ
§
§
§
3
＜
o
一
・
ρ

　
（
一
り
さ
o
b
σ
）
b
凋
座
鼻
○
器
ω
い
『
。
℃
「
■
一
命
ω
、
℃
マ
欝
癖
∴
9
H
α
q
コ
ρ
鉱
。
酔
臥
辱
ミ

　
き
蕊
ミ
鮎
ミ
寄
§
b
℃
魯
σ
q
唱
ぎ
尊
ロ
o
o
冨
弘
曾
○
。
b
℃
や
H
7
憲
。
…
O
．
疑
9
a
貯
σ
q
．

　
暮
ゆ
一
■
、
N
摯
落
適
8
9
§
馬
9
職
§
尊
曼
§
翫
§
戚
§
㍉
馬
防
℃
9
0
0
ヨ
属
。
一
β
一
㊤
Q
。
ρ

　
署
●
①
藁
●

⑪
〉
■
細
O
。
℃
三
塁
鼻
b
コ
憶
ミ
§
ミ
N
聖
遷
ミ
き
落
暉
ミ
》
い
。
鼠
。
コ
弘
。
。
。
。
。
。
．

⑫
国
■
Ω
．
O
、
u
。
客
α
Q
穿
9
専
ミ
§
ミ
ぎ
愚
咄
ミ
恥
く
9
ω
‘
冒
ぎ
い
窪
①
い
一
り
器
－

　
一
8
㊤
■

⑬
　
拙
稿
ユ
六
世
紀
中
葉
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ー
そ
の
法
廷
記

　
録
（
一
五
五
九
一
一
五
六
二
年
）
に
基
づ
い
て
…
」
『
西
洋
史
学
』
第
一
六
七

　
号
、
一
九
九
二
年
ご
一
月
。

⑭
し
誉
、
ミ
§
ミ
ぎ
愚
帖
ミ
9
黒
嚇
、
㌧
し
む
8
貫
く
g
ω
』
占
O
』
♂
O
I
δ
窃
P
O
毎
警
㊤
＝

　
ご
び
冨
曼
㌧
客
適
望
O
凸
一
窃
．

⑮
》
●
い
．
ご
ご
位
①
び
．
、
o
。
。
。
或
摩
。
寓
。
ヨ
ω
貯
固
結
g
①
葺
き
巨
。
＆
8
、
、
い
§
恥

　
旨
ミ
謡
ミ
ミ
N
ミ
ミ
ミ
8
曽
N
帖
唱
§
遷
ミ
無
。
送
」
＜
o
一
・
P
g
■
b
。
輔
這
刈
Q
。
●
”
》
■
い
．

　
し
づ
。
一
〇
5
　
さ
無
ミ
魯
属
§
3
　
窯
雲
｝
崔
。
詳
δ
Q
。
9
　
由
尚
、
囲
唖
≦
●
》
『
o
げ
霞
㌧
R
、
書

　
㌧
ミ
簑
無
ミ
9
S
ミ
電
、
切
。
亀
ミ
肉
ミ
ミ
帖
§
肋
§
奪
篤
謎
耀
き
§
卜
§
机
§
b

　
O
9
ヨ
7
乙
σ
Q
Φ
¢
℃
こ
一
〇
㊤
一
●
も
参
照
。

⑯
　
法
廷
記
録
は
こ
の
後
欠
落
し
て
お
り
、
第
四
巻
は
一
五
九
〇
年
代
末
以
降
の
記

　
事
を
収
め
て
い
る
。
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二
　
法
廷
記
録
第
二
巻
と
第
三
巻

　
法
廷
記
録
第
二
巻
に
は
一
五
七
四
年
三
月
か
ら
七
六
年
五
月
ま
で
、
第
三

巻
に
は
そ
れ
に
続
く
七
六
年
五
月
か
ら
七
九
年
一
一
月
ま
で
の
記
事
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
紋
録
記
事
の
件
数
は
、
第
二
巻
が
二
一
九
〇
件
、
第
三
巻
が

三
二
〇
七
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
、
法
廷
の
開
廷
日
と
出
席
理
事

の
名
を
記
し
た
記
事
な
ど
の
取
り
調
べ
と
は
無
関
係
の
記
事
や
、
目
撃
者
な

ど
の
証
言
を
記
録
し
た
詑
事
、
ま
た
同
一
人
の
同
一
事
件
の
審
理
を
二
回
以

上
に
亙
っ
て
記
録
し
た
記
事
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
容
疑
者

数
は
第
二
巻
が
一
四
五
二
人
、
第
三
巻
が
二
三
七
二
人
で
あ
る
。
拙
稿
で
扱

っ
た
第
一
巻
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
「
裁
判
記
録
」
に
は
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ

ル
に
連
行
さ
れ
て
来
た
者
の
氏
名
、
身
分
、
連
行
し
て
来
た
者
の
氏
名
、
犯

罪
の
内
容
、
処
罰
の
種
類
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
｝
巻
と
の
相
違

は
、
週
二
回
開
か
れ
る
法
廷
の
開
廷
日
と
出
席
理
事
の
名
を
記
し
た
記
事
の

後
に
、
そ
の
法
廷
に
お
い
て
審
理
さ
れ
た
各
事
例
の
記
事
が
続
く
と
い
っ
た

形
式
を
取
っ
て
お
り
、
従
っ
て
各
記
事
に
は
日
付
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　
第
一
巻
と
同
様
に
、
犯
罪
の
種
類
は
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
性

犯
罪
、
浮
浪
・
物
乞
い
、
占
有
奪
取
、
そ
の
他
、
で
あ
る
。
性
犯
罪
で
は
売

春
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
、
売
春
の
斡
旋
、
婚
外
交
渉
、
子
供
を
持
つ
、
あ

る
い
は
妊
娠
中
の
未
婚
女
性
、
男
性
同
性
愛
、
重
婚
、
性
的
不
品
行
、
レ
イ

プ
な
ど
で
あ
る
。
浮
浪
民
と
物
乞
い
者
は
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
浮
浪

民
く
ρ
σ
q
ρ
げ
◎
巳
。
。
と
は
、
職
を
持
た
ず
、
ま
た
主
人
の
い
な
い
状
態
ヨ
器
富
早

δ
。
。
。
。
で
放
浪
す
る
者
を
指
し
、
物
乞
い
者
び
①
σ
q
σ
q
鴛
ω
と
は
、
こ
の
場
合
は
、

許
可
証
な
し
で
物
乞
い
し
た
り
、
あ
る
い
は
偽
造
許
可
証
に
よ
り
物
乞
い
す

る
者
で
あ
る
。
両
者
共
、
違
法
者
で
あ
る
。
他
人
の
持
ち
物
を
奪
う
占
有
奪

取
に
は
、
窃
盗
、
掬
摸
、
徒
弟
・
召
使
い
に
よ
る
親
方
の
金
や
持
ち
物
の
消

費
、
詐
欺
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
他
の
犯
罪
に
は
、
徒
弟
・

沼
使
い
が
親
方
の
下
か
ら
逃
亡
す
る
事
例
、
ま
た
親
方
に
対
す
る
反
抗
、
酔

っ
払
い
、
近
所
迷
惑
、
怠
惰
で
仕
事
を
し
な
い
ケ
ー
ス
、
他
人
に
対
す
る
中

傷
、
な
ど
の
軽
犯
罪
あ
る
い
は
道
徳
違
反
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
連
行
さ

れ
て
来
た
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
史
料
の
保
存
状
態
が
悪
く
、

判
読
が
困
難
な
記
事
は
不
明
と
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
容
疑
で

尋
問
さ
れ
た
者
の
人
数
と
全
体
数
に
占
め
る
そ
の
割
合
が
、
年
度
毎
に
表
に

お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
犯
罪
容
疑
で
取
り
調
べ
ら
れ
た
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
犯
罪
毎
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
第
一
巻
の
デ
ー
タ
も

　
　
　
　
　
　
①

加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
巻
の
一
五
五
九
年
度
と
第
三
巻
の
一
五
七
九
年

度
は
、
史
料
が
年
度
全
体
を
カ
ヴ
プ
ー
し
て
い
な
い
た
め
不
完
全
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
種
類
別
の
容
疑
者
数
に
関
す
る
こ
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を
見
て
開
ら

か
な
の
は
、
浮
浪
民
・
物
乞
い
老
の
人
数
が
増
加
し
、
一
五
七
〇
年
代
に
入
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（単位＝人）年度毎の容疑者数と全体に占める割合

i性　犯　罪　　浮浪・物乞い1 占有奪取 そ　の　他 不　明擁体数
（・559年度）i・97（43ゐ％）i 74（16．390）　1　77（17・O‘／t‘o）　1　122（26・90ro）　1　17（　3．8％） 453

1560年度1213（41・3％）i67（ユ3・0％）117（22・7％）141（27・3％）13（2・5％） 516

1561年度 243（389910）　［　103（16．5ero）　1　98（15．79’o）　i　200（32・lero）　1　73（11．7a／‘e） 624

1574鞭1285（54・2％） 81（15．490）　1　80（15．290） 78（14．890）　1　4e（　7．690） 526

・575年劇・・4（49・4％） 161（19．290）　1　129（15．4ero）　［　158（18・9ero）　1　40（　4．8％） 838

1576年度 468（56．590）　1　186（22．40ro）　1　94（11・390）　1　105（12・7ero）　］　33（　4．090） 829

1577年度 265（55．090） 8S（18・390）　1　31（　6・490） 89（18・5％）　i　37（　7・790） 482

1578年度 304（47．590）　1　179（28．090）　1　28（　4．4‘／rto）　i　123（19290）　1　25（　3．9ere） 640

（1579年度）i220（43．2％）i 189（37・1cro）
33（　6・590）　1　86（16．9ero）　1

17（　3．390）　1　509

る
と
、
占
有
蓉
取
の
容
疑
者
を
上
回
り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
概
ね
高
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
六

世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
他
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
都
市
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
様
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
流
入
す
る
浮
浪
民
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
ま
た
占
有
奪
取
の
容
疑
で
連
行
さ
れ
た
者
の
割
合
が
、
｝
五
七
〇
年

代
に
は
低
下
し
て
い
く
こ
と
も
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
も
顕
著
な
の
は
、

性
犯
罪
の
容
疑
老
の
多
さ
で
あ
り
、
一
五
七
〇
年
代
に
は
五
〇
％
を
超
え
る

年
度
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
巻
に
示
さ
れ
て
い
る
、
開
設
当
初
の

場
合
と
同
様
、
七
〇
年
代
に
な
っ
て
も
や
は
リ
プ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
性
犯

罪
の
取
締
り
に
執
着
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
史
料
の
事

例
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

①
　
第
一
巻
の
内
、
一
五
六
一
…
年
度
は
約
三
箇
月
問
の
記
録
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な

　
い
の
で
割
愛
し
た
。

②
℃
・
ω
㌶
£
肖
・
o
や
9
仲
‘
郊
や
澄
ー
ホ
も
〉
・
ピ
幽
G
σ
鉱
⑦
さ
さ
亀
ミ
鳶
跨
罫
遷
”
℃
。
6
・

三
性
　
犯
　
罪

ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
が
何
故
性
犯
罪
の
取
締
り
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
の
理
由

の
一
つ
は
、
圏
外
交
渉
に
よ
る
私
生
児
の
誕
生
を
予
防
し
た
い
と
い
う
当
局

の
世
俗
的
意
志
が
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
私
生
児
は
救
貧
の
対
象
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
市
の
経
済
的
負
担
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

（769）

ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
婚
外
交
渉
に
よ
っ
て
子
供
が
で
き
た
女
性
を
尋
問
し
、
　
㎜



そ
の
子
供
の
父
親
を
特
定
し
て
、
そ
の
父
親
に
子
供
の
養
育
を
命
じ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
、
大
抵
は
そ
の
女
性
の
親
類
の
中
か
ら
、

子
供
の
養
育
を
保
証
す
る
人
物
を
決
定
す
る
作
業
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
手

続
き
は
、
婚
外
交
渉
に
よ
っ
て
妊
娠
し
た
か
ど
う
か
ま
だ
不
明
で
あ
っ
て
も

取
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
事
例
の
よ
う
に
で
あ
る
。

　
ト
ー
マ
ス
・
リ
ス
タ
ー
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ロ
ー
ズ
な
る
者
と
性
関
係

を
持
っ
た
廉
で
送
ら
れ
て
来
た
。
彼
と
彼
女
の
二
人
と
も
、
そ
の
こ
と
を

自
白
し
て
い
る
。
裁
定
が
下
さ
れ
、
も
し
彼
女
に
子
供
が
で
き
れ
ば
、
出

産
の
問
、
彼
は
岡
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ロ
ー
ズ
の
世
話
を
し
、
そ
の
子
供
が

布
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
子
の
面
倒
を
見
る
こ
と
を
保
証
す

る
こ
と
。
そ
し
て
更
に
裁
定
が
な
さ
れ
、
彼
は
次
の
土
曜
日
に
再
び
出
廷

す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
間
に
、
彼
は
そ
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
結
婚
す
る
こ

と
を
保
証
し
、
ま
た
彼
女
の
義
理
の
父
親
が
、
市
に
負
担
を
か
け
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
を
保
証
す
る
こ
と
。
＜
＜
o
一
●
b
。
讐
窃
謹
＼
一
＼
b
。
①
〉

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
妊
娠
し
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
、
将
来
そ
の
子

供
が
市
の
救
貧
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
前
も
っ
て
予
防
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
周
到
な
予
防
措
置
は
他
の
記
事
に
も
見
ら
れ
、
私
生
児
が
市
の
負

担
に
な
る
こ
と
を
避
け
た
い
と
い
う
、
当
局
の
強
い
意
志
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
し
か
し
性
犯
罪
の
取
締
り
は
、
市
の
財
政
上
の
理
由
か
ら
ば
か
り
で
は
な

く
、
道
徳
の
領
域
へ
の
広
が
り
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
具

体
的
な
犯
罪
容
疑
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
単
な
る
性
的
不
品
行
ざ
芝
島
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
理
由
で
連
行
さ
れ
る
事
例
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
そ
も
そ
も
、

ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
理
事
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
に
、
よ
り
端
的
に

示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
理
事
に
は
、
「
淫

ら
で
ま
た
怠
惰
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
疑
わ
し
き
者
た
ち
を
、

ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
行
し
、
取
り
調
べ
、
自
己
の
判
断
に
従
っ
て
そ
の
者

　
　
　
　
　
③

を
罰
す
る
権
限
」
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
、
「
淫
ら
」

δ
芝
α
や
「
怠
惰
」
錠
δ
と
い
う
陵
昧
な
取
締
り
対
象
に
よ
っ
て
、
違
法
行

為
の
み
な
ら
ず
道
徳
領
域
に
対
す
る
取
締
り
が
明
確
に
蓑
明
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
財
政
負
担
増
の
抑
止
が
毫
画
す
る
課
題
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
が
取
締
ろ
う
と
し
た
の
は
む
し
ろ
性
に
対
す
る
道

徳
で
あ
り
、
そ
の
欠
如
す
る
者
に
対
す
る
処
罰
、
矯
正
が
問
題
と
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
法
廷
記
録
を
見
る
限
り
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
性
の
取
締
り
は
厳
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
婚
す
る
意
志
の
あ
る

男
女
で
も
、
そ
の
交
際
は
制
約
さ
れ
て
お
り
、
性
関
係
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な

行
為
は
当
局
の
取
締
り
の
対
象
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
所
の
者
た
ち
の
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非
難
、
密
告
の
対
象
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
次
の
事
例
を
予
て
み
よ
う
。

　
メ
ア
リ
ー
・
ス
キ
ナ
ー
　
セ
ン
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
イ
ソ
・
ザ
・
フ
ィ

ー
ル
ド
の
ベ
イ
リ
フ
・
コ
ン
ス
タ
プ
ル
と
他
の
近
所
の
者
た
ち
に
よ
っ
て

趨
れ
て
来
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
は
仕
立
て
屋
の
ジ
ョ
ン
・
プ
レ

イ
な
る
者
と
、
二
晩
を
除
い
て
、
過
去
三
週
間
継
続
し
て
共
に
過
ご
し
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
二
人
と
も
自
白
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
二

人
と
も
、
互
い
に
結
婚
す
る
意
志
の
あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
ま
た
、
彼
女
の
女
中
の
ア
グ
ネ
ス
・
バ
ー
ナ
ブ
ル
は
、
彼
ら
が
こ
の

二
週
間
共
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
メ
ア

リ
ー
と
ジ
ョ
ン
は
同
様
に
、
こ
の
法
廷
に
お
い
て
懲
罰
を
受
け
た
。
そ
し

て
ま
た
以
下
の
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
セ
ン
ト
・
ア
ソ
ド
ル

…
教
区
の
ハ
イ
・
ホ
ー
ボ
ー
ン
の
矢
作
り
職
人
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ

ィ
ッ
カ
ー
ス
と
、
織
物
職
人
の
ト
ー
マ
ス
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
、
そ
し
て
前
記

の
ジ
ョ
ン
は
、
同
ジ
ョ
ン
が
今
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
い
て
か
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
前
に
、
同
店
ア
リ
ー
・
ス
キ
ナ
ー
と
結
婚
す
る
こ
と
の
保
証
と

し
て
、
ま
た
同
ジ
ョ
ン
・
プ
レ
イ
が
そ
の
間
、
い
か
な
る
時
も
メ
ア
リ
ー

と
違
法
に
交
際
し
な
い
こ
と
の
保
証
と
し
て
、
二
〇
ポ
ン
ド
を
立
て
る
こ

と
。
＜
＜
。
ピ
・
。
り
誤
謡
＼
嵩
＼
這
〉

　
こ
の
よ
う
に
、
未
婚
の
男
女
の
交
際
に
関
し
て
は
厳
し
い
規
制
が
成
さ
れ
、

婚
前
交
渉
の
無
い
よ
う
に
保
証
人
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に

な
る
の
は
、
コ
ン
ス
タ
プ
ル
と
共
に
近
所
の
者
た
ち
が
彼
女
を
連
行
し
て
来

た
事
実
で
あ
る
。
一
般
昆
衆
に
と
っ
て
は
当
局
の
世
俗
的
利
害
と
は
無
縁
で

あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
性
を
め
ぐ
る
違
法
行
為
や
道
徳
違
反

に
対
す
る
非
難
が
表
明
さ
れ
て
い
て
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
が
そ
う
し
た
違
反

に
対
処
す
る
機
関
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
当
量
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
広

く
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
の
例
は
、
女
性
の
不
貞
あ
る
い

は
売
春
行
為
を
隣
人
が
目
撃
し
て
密
告
し
、
逮
捕
、
連
行
に
至
る
事
例
で
あ

る
。

　
ア
ン
・
ル
ウ
ィ
ス
　
ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ウ
ォ
ー
フ
の
パ
ン
屋
で
あ
る
ロ
バ

ー
ト
・
ル
ウ
ィ
ス
の
妻
。
売
春
婦
と
し
て
コ
ン
ス
タ
プ
ル
に
よ
っ
て
連
れ

て
来
ら
れ
た
。
そ
の
ア
ソ
の
隣
の
家
に
住
む
ト
ー
マ
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の

妻
で
あ
る
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
証
言
し
た
こ
と
に
は
、
先
週
の
木

黒
日
、
七
月
一
九
日
の
朝
に
、
彼
女
は
自
分
の
家
に
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
ア
ソ
と
パ
…
テ
ソ
の
ジ
ェ
ソ
キ
ソ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
別
名
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ェ
ソ
キ
ソ
と
が
ベ
ッ
ド
を
共
に
し
、
い
か
が
わ
し
い
行
為
を
し
て
い
る

の
を
、
壁
越
し
に
目
撃
し
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
捕

ま
え
た
の
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
ま
た
一
二
人
以
上
の
彼
女
の
隣
人
た
ち
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が
証
言
す
る
こ
と
に
は
、
彼
女
の
夫
が
外
出
し
て
い
る
時
、
色
々
な
者
た

ち
が
何
度
も
彼
女
の
家
に
来
て
は
、
夜
の
＝
時
や
一
二
時
に
不
審
に
も

彼
女
と
二
人
き
り
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
隣
人
た
ち
は
、
彼
女

に
た
び
た
び
そ
の
こ
と
を
警
告
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
彼
女
は
や
め
よ

う
と
は
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ア
ン
と
ジ
ェ
ン
キ
ン
は
、

実
際
う
申
し
立
て
ら
れ
た
通
り
に
、
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
自
白
し
た
。
彼

女
は
懲
罰
を
受
け
、
労
働
に
つ
か
さ
れ
た
。
＜
＜
o
歴
G
。
”
窃
団
①
＼
刈
＼
b
o
H
＞

　
先
に
引
用
さ
れ
た
記
事
と
同
様
に
、
こ
の
野
景
に
見
ら
れ
る
懲
罰
と
は
鞭

打
ち
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
懲
罰
の
後
に
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

強
制
労
働
が
課
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
隣
人
た
ち
は
た
び
た
び
こ
の
女
性
に
、

違
反
行
為
を
や
め
る
よ
う
に
警
告
し
て
き
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事

の
他
に
も
、
男
性
が
女
性
を
同
居
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
近
所
の
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
老
た
ち
が
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
来
て
彼
ら
を
非
難
す
る
と
い
っ
た
記
薯
な

ど
、
類
似
し
た
事
例
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
性
的
違
反
行
為
に
対

す
る
非
難
が
民
衆
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
一
般
に
見
ら
れ
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ

ル
が
そ
う
し
た
違
反
者
を
処
罰
、
矯
正
す
る
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
彼

ら
の
間
で
成
立
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
性
の
取
締
り
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
の
一
方
で
、
ロ
ン

ド
ン
に
は
多
く
の
売
春
宿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
法
廷
記

録
に
は
そ
う
し
た
売
春
宿
に
関
わ
る
記
事
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
売

春
宿
を
、
一
般
民
衆
が
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
密
告
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え

ば
次
の
よ
う
に
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ル
ウ
ッ
ド
、
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ソ
ソ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
．

レ
ッ
ク
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
ッ
ド
パ
ウ
　
ロ
ン
グ
・
レ
イ
ン
の
住
人
た
ち
。

そ
し
て
様
々
な
他
の
者
た
ち
が
、
当
所
に
お
き
不
平
を
訴
え
た
。
す
な
わ

ち
、
ト
ッ
ト
ゥ
ル
の
妻
は
ロ
ン
グ
・
レ
イ
ン
の
自
宅
に
お
い
て
、
最
も
忌

ま
わ
し
い
売
春
宿
を
営
ん
で
お
り
、
一
臼
に
六
〇
人
か
ら
八
○
人
の
男
た

ち
が
、
売
春
の
自
的
で
毎
日
そ
こ
に
い
る
四
・
五
人
の
売
春
婦
と
関
係
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
色
々
な
若
い
男
女
が
そ
こ
で
病
気
に
な
っ
た
り
、
傷

を
お
っ
た
り
し
て
い
る
、
と
。
＜
＜
o
ピ
G
。
”
多
量
＼
⑰
鳶
O
＞

　
勿
論
、
見
近
か
の
違
反
行
為
を
看
過
す
る
こ
と
も
普
通
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
性
的
違
反
行
為
を
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
対

し
非
難
、
密
告
す
る
動
き
が
、
民
衆
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
存
在
し
た
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
性
道
徳
の
取
締
り
に
民
衆
自
身
も
参
与
し
て

い
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
に
は
、
身
内
の
者
が
誰
か
を
連

行
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
記
事
は
、
央
が
妻
の
不
貞
を
訴
え

て
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
行
し
た
事
例
で
あ
る
。
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ブライドウェル矯正院の内と外（乳原）

　
モ
ー
ド
レ
ソ
　
フ
リ
ー
ト
通
り
の
仕
立
て
屋
で
あ
る
ト
t
マ
ス
・
ホ
ッ

ジ
ス
の
妻
。
彼
女
の
夫
に
よ
り
こ
こ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

シ
ャ
ン
ブ
ル
ズ
の
メ
リ
ヤ
ス
商
で
あ
る
レ
イ
ン
氏
の
召
使
い
の
エ
イ
ベ
ル

・
ボ
ー
ン
な
る
者
が
、
彼
の
留
守
の
間
に
彼
の
家
に
通
い
、
そ
の
者
を
彼

女
は
家
の
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
、
あ
た
か
も
そ
の
者
が
病
気
で
あ
る
か
の
よ

う
に
上
掛
け
の
下
に
隠
し
、
つ
い
に
は
彼
女
と
そ
の
者
が
互
い
に
キ
ス
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
女
は
、
誰
に

も
自
分
た
ち
の
こ
と
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
ド
ア
の
前
に
シ
ー
ツ
を
掛

け
て
い
た
。
立
証
さ
れ
た
通
り
に
彼
女
は
、
部
屋
に
二
人
き
り
で
い
た
こ

と
、
ま
た
シ
ー
ツ
が
ド
ア
の
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
皆
白
し
た
。
し
か
し
彼

女
は
、
シ
ー
ツ
は
湿
っ
て
い
て
乾
か
す
た
め
に
掛
け
て
あ
っ
た
と
語
っ
た
。

＜
＜
o
ピ
ω
”
属
お
＼
㎝
＼
b
。
O
V

　
こ
の
女
性
は
こ
の
後
の
取
り
調
べ
で
不
貞
を
全
面
的
に
告
白
し
、
懲
罰
を

受
け
た
後
、
夫
の
下
へ
釈
放
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
士
郷
春
婦
に
限
定
さ
れ
な
い
一
般
民

衆
の
性
道
徳
を
取
締
り
の
対
象
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
民
衆
自
身
も
そ
う
し

た
取
締
り
に
拘
わ
っ
て
い
る
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
怠
惰
の

取
締
り
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
問
題
に
移
り
た
い
。

①
法
延
記
録
第
二
巻
と
第
三
巻
は
フ
ォ
リ
ナ
の
判
読
が
不
可
能
な
の
で
、
引
用
記

　
事
の
幽
典
は
審
理
さ
れ
た
法
延
の
目
付
で
示
す
こ
と
に
す
る
。

②
例
え
ば
、
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
オ
ー
ル
ダ
…
ス
ゲ
イ
ト
内
区
に
住

　
む
〔
　
　
〕
・
プ
ラ
ヅ
ト
の
妻
。
　
一
五
五
九
年
九
月
二
七
臼
に
当
所
に
運
れ
て
来

　
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
が
淫
ら
で
下
鹸
な
女
で
あ
る
と
の
嫌
疑
を
掛
け
ら

　
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
当
所
に
お
い
て
取
り
調
べ
ら
れ
、
感
身
の
性
的
不
品

　
行
を
告
白
し
た
。
し
か
し
今
圓
が
初
回
で
あ
っ
た
の
で
、
当
所
で
懲
罰
を
受
け
、

　
釈
放
さ
れ
た
。
」
（
＜
o
r
ど
8
一
．
謡
9
〔
　
　
〕
内
は
空
白
。
）

③
　
曾
ミ
9
§
§
恥
§
純
血
ミ
恥
助
圏
、
鳳
ぎ
0
8
§
§
§
黒
。
、
ミ
q
き
§
。
。
、

　
し
謬
、
ミ
軌
ミ
ミ
ヤ
ヨ
認
”
三
尊
ユ
鼠
亀
・
『
に
夏
跨
ざ
辺
。
雲
。
蜜
の
σ
悼
鵡
p
。
隔
9
。
卜
。
9

④
第
二
巻
、
一
五
七
五
年
九
月
二
四
日
の
ラ
ル
フ
・
り
一
の
記
事
。

四
　
怠
惰
と
反
抗

　
怠
惰
の
矯
正
は
本
来
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
設
立
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
市
当
局
及
び
市
民
た
ち
が
浮
浪
民
問
題
の
原
因
を
怠
惰
に
帰
し
、
そ

の
解
決
策
を
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
お
け
る
労
働
に
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
施
設
の
創
設
の
た
め
、
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
に
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
王
宮
の

提
供
を
市
民
た
ち
が
嘆
願
し
た
際
に
も
、
怠
惰
に
対
す
る
非
難
が
囲
確
に
表

明
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
怠
惰
は
「
物
乞
い
や
あ
ら
ゆ
る
不
幸
の
原
因
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
り
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
創
設
後
に
お

い
て
も
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
「
特
に
怠
惰
を
断
罪
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

②た
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
、
浮
浪
民
に
対
し
て
は
、
「
救
貧
法
」
に
基
づ
い
て
厳
し
い
措
貴
が

107　（773）



取
ら
れ
て
き
た
。
一
五
三
一
年
に
は
、
許
可
証
な
き
物
乞
い
者
や
浮
浪
畏
に

対
し
て
、
「
血
が
出
る
ま
で
」
鞭
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
生
地
か
三
年
以
上

暦
住
し
た
最
後
の
居
住
地
に
送
り
返
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
五
三

六
年
に
は
そ
の
再
犯
者
に
対
し
て
耳
の
一
部
を
切
断
し
、
ま
た
再
々
犯
は
四

馬
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
有
罪
な
ら
ば
死
刑
と
さ
れ
た
。
一
五
四
七
年
に
は
、

怠
惰
な
浮
浪
民
に
V
や
S
の
宇
を
焼
き
印
し
、
誰
か
望
む
者
の
奴
隷
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
う
極
端
な
法
令
も
成
立
し
て
い
る
。
浮
浪
民
に
対
し
て
繰
り
返
し
定
め

ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
法
令
は
、
当
局
が
如
何
に
浮
浪
民
の
増
加
に
蕃

慮
し
て
い
た
か
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
法
令
が
あ
ま
り
効
果
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
も
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
怠
惰
な
浮
浪
民

を
単
に
罰
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
を
通
し
て
労
働
習
潰
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
い
う
考
え
方
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ

ル
は
そ
う
し
た
必
要
に
応
え
る
べ
く
、
怠
惰
な
浮
浪
民
に
強
制
労
働
を
課
し

て
道
徳
的
に
矯
正
し
、
ま
た
職
を
望
む
者
に
対
し
て
は
仕
事
を
与
え
る
と
い

う
名
目
の
下
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
巡
察
官
ぴ
＄
臼
Φ
が
市
内

を
巡
回
し
、
浮
浪
罠
を
捜
索
し
て
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
浮
浪
民
狩
り
は
、
大
市
が
開
催
さ
れ
る
暗
に
集
中
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
例
え
ば
法
廷
記
録
第
三
巻
の
一
五
七
九
年
八
月
二

六
霞
の
記
事
に
は
、
大
市
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
以
下
一
七
名
の
浮
浪
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
連
行
さ
れ
、
強
制
労
働
に
つ
か
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
浮
浪
民
問
題
に
起
因
す
る
怠
惰
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
非
難
は
、
し
か
し

な
が
ら
、
浮
浪
民
・
物
乞
い
者
の
み
に
限
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

徒
弟
、
召
使
い
、
職
人
な
ど
を
中
心
に
し
た
下
層
の
労
働
着
艦
全
体
が
そ
の

対
象
に
な
っ
て
い
き
、
怠
惰
で
仕
喜
を
し
な
い
者
な
ら
誰
で
も
ブ
ラ
イ
ド
ウ

ェ
ル
で
の
処
罰
、
矯
正
の
可
能
性
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

道
徳
矯
正
施
設
と
し
て
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
こ
う
し
た
側
面
が
明
確
に
示

さ
れ
る
の
が
、
身
内
の
老
の
依
頼
に
よ
り
、
本
人
を
処
罰
、
矯
正
し
て
も
ら

う
と
い
う
事
例
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
例
を
幾
つ
か
挙
げ
て
い
こ
う
。

　
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
カ
…
　
セ
ン
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ィ

ー
ル
ズ
に
居
住
。
そ
の
住
民
に
よ
っ
て
当
駈
に
送
ら
れ
て
来
た
。
と
い
う

の
は
、
彼
は
窟
身
の
生
計
を
得
る
た
め
に
働
こ
う
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
彼
の
言
に
よ
る
と
、
彼
は
織
物
職
人
で
あ
る
が
、
こ
の
二
年
間
は
仕

事
を
し
て
い
な
い
。
彼
は
彼
の
妻
と
、
妻
の
母
親
か
ら
、
不
平
を
申
し
立

て
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
労
働
に
つ
か
さ
れ
た
。
＜
＜
ρ
ω
”
H
鵯
Q
。
＼
ぐ
一
①
〉

　
こ
の
職
入
は
、
仕
事
を
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
妻
と
妻
の
母
親
の
不
平
に

基
づ
き
、
住
民
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
、
施
設
内
の
強
制
労
働
に
つ
か
さ
れ
て

い
る
。
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デ
リ
ッ
ク
・
ヘ
イ
ン
ズ
　
サ
ザ
ヅ
ク
の
バ
ト
ル
・
ブ
リ
ヅ
ジ
の
革
仕
上

げ
工
で
あ
る
ジ
翼
ソ
・
ホ
ラ
ソ
ダ
ー
と
、
彼
の
隣
人
で
あ
る
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・

ホ
ラ
ン
ダ
ー
、
ま
た
そ
こ
に
住
む
ピ
…
タ
ー
・
ス
タ
ッ
ペ
ン
ド
、
彼
ら
は

彼
の
導
入
で
も
あ
り
親
戚
で
も
あ
る
が
、
そ
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
当
所
に

連
れ
て
来
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
大
変
品
行
の
悪
い
少
年
で
あ
り
、

親
方
に
付
い
て
働
こ
う
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
彼
は
否
定

し
て
い
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
彼
が
懲
罰
を
受
け
、
当
所
に
お
い
て
労

働
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
轟
所
に
お
け
る
彼

の
料
金
を
支
払
う
つ
も
り
で
あ
り
、
前
も
っ
て
一
ヵ
月
分
と
し
て
七
シ
リ

ン
グ
を
支
払
う
。
彼
は
懲
罰
を
受
け
、
労
働
に
つ
か
さ
れ
て
い
る
。
＜
＜
o
囲
・

ρ
繍
謬
＼
Q
。
＼
か
。
刈
〉

　
こ
の
記
事
は
少
年
を
対
象
と
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
親
類
の
者
が
連
行
し
、

料
金
を
支
払
っ
て
矯
正
を
依
頼
し
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
収
容
料
金

は
通
常
一
日
三
ペ
ン
ス
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
料
金
を
支
払
っ
て
で
も
身
内

の
者
の
矯
正
を
願
う
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
記
事
も
、
息
子
が
怠

惰
で
両
親
に
対
し
て
反
抗
的
で
あ
る
た
め
、
そ
の
両
親
の
依
頼
に
よ
り
、
料

金
を
支
払
っ
て
収
容
・
矯
正
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
カ
ウ
チ
　
ブ
リ
ッ
ジ
区
の
区
法
廷
査
問
委
員
に
よ
り
送

ら
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
下
劣
な
奴
で
あ
り
、
働
こ
う
と
せ
ず
、

怠
惰
に
ま
た
浮
浪
民
の
よ
う
に
生
活
し
、
そ
し
て
彼
の
両
親
に
対
し
非
常

に
下
劣
に
、
非
常
に
反
抗
的
に
振
る
舞
う
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
当
所
で
懲

罰
を
受
け
、
労
働
に
つ
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
査
聞
委
員
が
約
束
し
た
こ

と
に
は
、
彼
の
父
親
が
彼
の
料
金
を
支
払
い
、
当
所
で
彼
を
労
働
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
＜
＜
o
周
・
Q
。
噂
麟
謡
＼
ぐ
に
〉

　
こ
の
よ
う
に
、
性
道
徳
の
場
合
と
同
様
、
怠
惰
で
働
か
な
い
表
に
対
す
る

非
難
は
民
衆
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
台
心
迷
な
者
は
ブ
ラ
イ
ド
ウ

ェ
ル
に
連
れ
て
行
っ
て
、
処
罰
、
矯
正
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

認
識
が
、
ロ
ン
ド
ン
住
民
の
間
に
持
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ブ
ラ

イ
ド
ウ
ェ
ル
は
浮
浪
民
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
な
「
怠
惰
」
を
取
り
締
ま

る
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
怠
惰
に

対
す
る
取
締
り
に
は
、
民
衆
自
身
も
参
与
し
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
と
需
え

よ
う
。

　
怠
惰
に
対
す
る
非
難
、
否
定
は
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
申
で
も
機
能
し
て
い

て
、
施
設
内
の
労
働
を
熱
心
に
行
わ
な
い
怠
惰
な
収
容
者
や
反
抗
的
な
収
容

者
は
、
法
廷
で
再
び
裁
か
れ
て
薪
た
な
懲
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
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バ
ー
バ
ラ
・
ク
レ
イ
ト
ン
、
ア
グ
ネ
ス
・
ポ
ジ
キ
ソ
、
ア
リ
ス
・
ピ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ツ
、
ジ
ョ
ア
ソ
・
コ
ナ
ウ
ェ
イ
は
（
一
五
六
〇
年
）
七
月
二
六
日
に
鞭
打

た
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
せ
ず
、

当
所
の
命
令
に
従
わ
ず
、
言
う
こ
と
を
開
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
＜
＜
o
岡
●

押
胎
9
Φ
。
。
げ
〉

　
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
　
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ニ
ヅ
ジ

氏
の
召
使
い
。
彼
の
主
人
（
の
依
頼
）
に
よ
り
、
ロ
ジ
ャ
…
・
セ
グ
レ
イ

ヴ
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
来
た
。
主
人
へ
の
反
抗
と
主
人
の
下
か
ら
の
逃
亡

に
対
し
、
懲
罰
を
受
け
、
三
・
四
日
当
所
に
収
容
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ

る
。
彼
は
懲
罰
を
受
け
、
労
働
に
つ
い
て
い
る
。
＜
＜
◎
ド
ω
”
δ
謡
＼
G
。
＼
日
〉
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ト
…
マ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
　
挽
き
臼
の
仕
事
を
し
な
い
の
で
、
懲
罰
を

受
け
、
再
び
労
働
に
つ
か
さ
れ
た
。
彼
の
親
方
が
来
週
分
の
食
費
を
支
払

っ
た
。
＜
＜
o
ピ
し
◎
植
頴
¶
O
＼
ミ
H
＞

　
後
者
の
例
に
見
ら
れ
る
懲
罰
も
鞭
打
ち
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記

事
に
は
、
親
方
が
食
費
を
支
払
っ
た
と
あ
る
の
で
、
親
方
に
対
す
る
反
抗
や

仕
事
の
拒
否
に
よ
っ
て
麗
容
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
徒
弟
や
召
使
い

が
怠
惰
で
あ
っ
た
り
、
反
抗
的
で
あ
っ
た
り
し
た
場
舎
、
親
方
が
彼
ら
を
ブ

ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
れ
て
来
て
、
矯
正
を
依
頼
す
る
事
例
は
少
な
く
な
い
の

で
あ
る
。
恐
ら
く
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
道
徳
矯
正
機
能
を
最
も
よ
く
利
用
し

た
の
は
、
親
方
層
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
の
例
は
、
親
方
に
対
し
反
抗
的
で
あ
る
た
め
、
遠
く
リ
ソ
カ
ン
シ
ャ
か

ら
送
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
性
や
労
働
を
め
ぐ
る
道
徳
・
倫
理
、

ま
た
目
上
の
者
に
対
す
る
服
従
な
ど
の
様
々
な
規
範
を
取
締
り
、
そ
う
し
た

道
徳
の
「
欠
如
者
」
に
、
原
則
的
に
は
労
働
を
通
し
て
矯
正
を
施
そ
う
と
し

た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
収
容
期
間
は
　
般
に
一
週
間
前
後
の
短
期
間

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
「
矯
正
」
と
い
う
名
に
値
す
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
萌
芽
的
な
形
態
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
教
会
で
は
な
く
世
俗
の
監
禁
施
設
を
通
し
て
民
衆
を
道

徳
化
し
て
い
く
試
み
と
し
て
、
ま
た
類
似
の
施
設
が
多
数
設
立
さ
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

端
緒
に
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
意
義
は
重
視
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
で
は
収
容
者
の
道
徳
矯
正
の
た
め
に
施
設
内
で
行
わ
れ
て
い
た
労
働
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
史
料
が
あ

る
と
は
雷
い
難
い
。
法
廷
記
録
に
お
い
て
も
、
挽
き
臼
の
場
合
は
明
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
労
働
に
つ
い
て
は
単
に
「
当
所
の
労
働
に
つ
か
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さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
一

五
五
二
年
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
設
立
嘆
願
書
に
は
、
「
国
王
陛
下
の
す
べ
て

の
駆
下
に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
誰
に
対
し
て
も
有
害
で
は
な
い
」
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
く
つ
か
の
仕
寮
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
開
設
後
に
実
際
に
行
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
労
働
に
つ
い
て
は
、
一
五
五
七
年
の
臼
砲
を
有
す
る
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
運
営
規
則
の
後
半
部
の
記
述
に
頼
る
し
か
な
い
。
そ
こ
に

は
施
設
内
で
の
労
働
に
つ
い
て
の
若
干
の
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
は
四
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
て
、
布
作
り
、
釘
作

り
、
挽
き
臼
に
よ
る
穀
類
の
粉
挽
き
、
パ
ソ
焼
き
の
仕
事
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々

の
作
業
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
布
作
り
の
仕
事
は
、
淫
ら
な
女
性
収
容
者
た
ち
が
担
当
し
、
羊
毛
の
糸
紡

ぎ
、
毛
羽
立
て
な
ど
、
布
作
り
に
必
要
な
作
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
行
わ

れ
て
い
る
。
釘
作
り
は
特
に
子
供
た
ち
の
職
業
訓
練
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
ハ
ソ
マ
…
や
金
敷
、
ふ
い
ご
な
ど
の
必
要
器
具
が
備
え

ら
れ
、
作
ら
れ
た
釘
は
鉄
商
の
カ
ソ
パ
ニ
…
が
引
き
取
り
、
適
切
な
代
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
場
古
格
を
混
乱
さ
せ
な
い
た
め
の

措
置
で
あ
る
。
挽
き
臼
と
パ
ソ
焼
き
の
労
働
、
特
に
挽
き
臼
、
は
主
に
浮
浪

民
に
課
さ
れ
た
仕
事
で
あ
る
。
大
小
二
つ
の
挽
き
臼
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て

い
て
、
大
き
い
方
に
一
〇
人
、
小
さ
い
方
に
八
人
が
つ
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
半
数
ず
つ
が
共
同
で
臼
を
回
転
さ
せ
、
穀
物
を
粉
に
挽
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
残
り
の
半
数
の
者
が
怠
惰
に
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
タ
イ
ル
・
ピ
ソ

を
作
る
作
業
が
課
せ
ら
れ
る
。
穀
物
は
一
人
目
辰
に
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
董
を

挽
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
法
廷
記
録
に
お
い
て
も
確

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
お
い
て
、
焼
か
れ
た
パ
ソ
は
、

施
設
内
で
の
消
費
用
に
用
い
ら
れ
る
と
共
に
、
ク
ラ
イ
ス
ッ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
、

セ
ン
ト
・
ト
…
マ
ス
ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
も
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。　

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
は
雇
わ
れ
た
職
人
が
収
容
者
た
ち
に
教
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
作
業
は
注
意
深
く
監
視
さ
れ
、
特
に
器
具
や
原
料
が
盗
ま
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
が
払
わ
れ
る
。
こ
の
賭
点
で
は
四
種
類
の
労
働
し
か

行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
は
も
っ
と
種
類
が
豊
富
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
一
五
七
〇
年
代
に
は
収
容
者
が
、
鍛
冶
屋
、
絹
織
物
、
羊
毛
の
毛
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

立
て
器
の
製
作
、
手
袋
製
造
な
ど
の
職
業
の
徒
弟
に
出
さ
れ
て
い
る
し
、
ま

た
櫛
、
靴
、
ブ
ラ
シ
の
製
作
、
な
ど
二
六
種
類
の
仕
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

市
議
会
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
本
来
こ
う
し
た
労
働
を
通
し
て
、
道
徳
の
「
欠
如
す

る
」
者
を
矯
正
し
、
職
業
訓
練
を
施
し
て
、
彼
ら
が
誠
実
な
仕
事
に
就
く
こ

と
を
期
し
て
設
立
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
施
設
の
抱
え

る
最
大
の
問
題
は
そ
の
財
源
で
あ
り
、
こ
う
し
た
労
働
を
通
し
て
の
矯
正
に

は
費
用
が
か
か
り
過
ぎ
る
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
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そ
の
財
源
不
足
か
ら
、
運
営
の
仕
方
を
変
更
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
①
　
＞
6
Q
鐸
℃
勺
＝
B
鉱
o
P
日
a
o
σ
望
夢
①
》
ω
。
。
o
馨
。
｛
9
①
O
o
＜
φ
旨
。
諺
o
h
梓
ヴ
。

　
　
勺
o
o
び
ぎ
昏
Φ
賭
固
ヨ
o
o
一
昏
①
器
ヨ
。
℃
o
o
さ
8
芸
⑦
国
ぎ
σ
q
．
G
・
竃
a
o
。
・
ぞ
、

　
　
臨
。
「
些
o
o
σ
欝
貯
貯
σ
q
o
囲
芸
。
類
。
器
①
o
｛
切
同
浅
。
毒
Φ
芦
一
呂
塾
。
、
貯
目
7
0
日
器

　
　
壱
0
9
＜
①
ジ
吋
ミ
§
無
恥
幡
。
ミ
馬
富
沁
題
。
ミ
偽
§
翫
9
ミ
馬
切
。
。
諒
＆
導
ミ
§
ミ

　
　
き
愚
§
か
ピ
。
巳
。
戸
一
お
。
。
、
〉
℃
℃
Φ
昌
詳
、
瓢
ρ
謡
H
ヤ
℃
■
ド

　
②
　
O
a
ぎ
碧
8
ω
ρ
邑
男
巳
o
ρ
α
話
箋
コ
〇
三
8
弓
昏
。
σ
q
o
a
O
o
〈
o
葺
ヨ
①
簿
。
剛

　
　
夢
Φ
匿
。
島
o
o
隔
ゆ
戦
置
。
窯
④
一
一
㌧
一
画
8
置
月
げ
。
二
三
し
6
0
毛
魯
㍉
σ
置
‘
》
℃
℃
魯
α
詳
、

　
　
昌
ρ
H
ざ
や
に
・

　
③
「
救
貧
法
」
に
関
し
て
は
、
ρ
Z
甘
ヴ
9
β
」
ミ
笈
。
曙
ミ
き
恥
奪
軋
画
怨

　
　
ぎ
ミ
ト
犠
葺
＜
o
一
．
鮮
（
一
◎
。
鐘
Y
重
三
鼻
O
器
し
。
㌔
お
鷺
●
一
り
①
メ
を
参
照
。

　
④
　
同
時
に
、
ア
リ
ス
・
シ
ェ
パ
ー
ド
以
下
八
名
の
売
春
婦
も
連
行
さ
れ
、
同
様
の

　
　
処
置
を
施
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
（
　
）
内
は
引
用
者
。
以
下
同
様
。

　
⑥
　
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
諸
都
市
に

　
　
お
い
て
も
類
似
の
施
設
で
あ
る
「
矯
正
院
」
匿
。
臣
ω
o
臨
O
o
轟
o
o
隠
。
昌
が
設
立

　
　
さ
れ
て
い
く
。
〉
’
い
じ
d
⑦
貯
さ
§
無
ミ
吐
合
§
斜
℃
」
①
蒔
．
尚
、
教
会
裁
判
所

　
　
に
よ
る
社
会
統
制
に
旨
し
て
は
、
山
本
範
子
「
逓
代
初
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
教

　
　
会
裁
判
所
と
社
会
統
制
」
『
西
洋
史
学
』
第
一
六
九
号
、
一
九
九
三
年
六
月
、
参

　
　
照
。

　
⑦
崔
δ
U
①
。
文
話
識
。
コ
o
h
二
回
。
ぎ
ヨ
σ
ぼ
Q
。
三
け
諺
2
（
δ
8
窪
。
室
眞
、
㏄

　
　
竃
a
霧
ξ
、
。
・
ヨ
。
ω
二
§
δ
p
爵
三
。
o
。
巷
鼠
囲
、
ξ
窪
⑦
〇
三
§
冨
。
｛
い
9
乙
。
瞬
ご

　
　
一
頓
紹
㌧
ぎ
8
ぴ
。
き
霧
切
9
＜
窪
り
幅
。
や
9
f
＞
℃
℃
o
肖
嵐
錠
㌧
コ
p
H
押
や
癖
・
　
つ
ま
り
、

　
　
三
子
、
羽
毛
ベ
ッ
ド
の
カ
ヴ
ァ
ー
、
羊
毛
の
毛
羽
立
て
器
、
の
製
作
、
針
金
の
引

　
　
き
伸
ば
し
、
糸
紡
ぎ
、
毛
羽
立
て
、
編
み
物
、
生
糸
巻
き
、
釘
作
り
、
な
ど
で
あ

　
る
。

⑧
O
a
冒
竃
8
ω
帥
裁
舛
巳
聲
匹
「
聖
毒
。
暮
｛
o
場
夢
Φ
σ
q
o
＆
Ω
o
＜
①
二
季
⑦
馨
。
冷

　
夢
。
鑑
。
器
o
o
h
響
置
①
≦
。
F
℃
℃
．
二
庸
●

⑨
ジ
ョ
ン
・
セ
ア
ラ
ス
以
下
六
名
の
者
は
、
挽
き
臼
の
労
働
に
つ
い
て
い
る
が
、

　
「
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
一
日
に
三
ブ
ッ
シ
ェ
ル
し
か
挽
か
な
い
の
で
懲
罰
を
受
け
」
、
午

　
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
「
一
日
に
＝
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
挽
く
よ
う
に
労
働
に
つ

　
か
さ
れ
た
。
も
し
挽
か
な
け
れ
ば
、
食
事
を
減
ら
し
、
懲
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な

　
ろ
う
」
（
＜
。
ド
。
。
レ
零
。
。
＼
さ
。
＼
嵐
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
入
一
日
に
ニ
ブ
ッ
シ
ェ

　
ル
挽
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑩
第
二
巻
、
一
五
七
五
年
六
月
一
六
環
の
記
事
。

⑭
〉
●
一
〇
。
℃
①
冨
巳
b
℃
●
§
‘
℃
や
8
凸
卜

五
　
財
源
不
足
と
運
鴬
上
の
変
化

　
そ
も
そ
も
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
設
立
の
費
用
は
、
市
民
た
ち
か
ら
の
寄
付
と

カ
ン
パ
ニ
ー
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
ま
た
ベ
ッ
ド
な
ど
の
必
要
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

備
は
サ
ヴ
ォ
イ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
か
ら
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。
W
・
K
・
ジ

ョ
ー
ダ
ソ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
設
立
に
際
し
、
総
額
で
一
五
四
〇
ポ
ン
ド
の
寄

付
が
集
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
施
設
の
運
営
に
は
梢
当
な
財
源
を
要
し
、

平
均
二
〇
〇
入
の
収
容
者
を
維
持
す
る
に
は
、
年
間
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

要
で
あ
る
と
い
う
見
積
り
も
あ
っ
た
。
本
来
、
施
設
は
そ
の
収
容
老
の
労
働

に
よ
る
収
益
に
よ
っ
て
主
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
し

か
し
そ
れ
は
充
分
な
収
益
を
期
待
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
で
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
そ
の
設
立
後
、
慢
性
的
な
財
政
難
を
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ブライドウェル矯正院の内と外（乳原）

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
五
七
七
年
に
は
二
〇
〇
ポ
ン
ド
、
一
五
八
八
年

に
は
三
〇
〇
ポ
ン
ド
を
市
か
ら
借
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
陥
っ
て

い
る
。
　
一
五
九
〇
年
に
は
三
七
六
ポ
ン
ド
の
負
債
を
抱
え
、
消
減
の
危
機
に

あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
か
ら
毎
年
二

〇
〇
ポ
ン
ド
の
援
助
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
市
民
か
ら
の
寄
付
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

救
貧
税
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
維
持
を
保
っ
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
収
容
者
に
は
通
常
二
日
置
ペ
ン
ス
の
料
金
が
課
さ
れ
て

い
る
。
法
廷
記
録
第
一
巻
に
お
い
て
は
、
一
五
六
〇
年
三
月
頃
か
ら
翌
年
の

三
月
頃
ま
で
の
記
事
に
、
紋
容
者
が
釈
放
の
際
に
支
払
っ
た
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
収
容
港
全
員
か
ら
徴
収
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
は
重
要
な
奴
入
源
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
浮
浪
民
な
ど
か
ら
は
事
実
上
徴
収
不
可
能
で
あ
る
の

で
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
記
事
も
多
い
。
そ
れ
で
ウ

ェ
ス
ト
、
ミ
ン
ス
タ
ー
矯
正
院
設
立
助
雷
書
に
は
、
支
払
い
能
力
の
あ
る
者
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
は
一
義
四
ペ
ン
ス
徴
収
す
る
よ
う
に
助
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

他
、
富
裕
な
者
に
対
し
て
は
罰
金
刑
に
処
す
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
も
ブ
ラ

イ
ド
ウ
ェ
ル
の
財
源
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
法
廷
記
録
第
…
巻
に

地
位
の
高
い
人
物
と
し
て
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
だ
け
記
録
さ
れ
て
い
る
M
・
M
・

M
氏
は
二
人
の
売
春
婦
と
の
性
関
係
に
よ
り
、
一
〇
ポ
ン
ド
の
罰
金
を
支
払

　
　
　
⑤

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
巡
察
官
二
人
分
の
年
給
に
桐
嶺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
金
額
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
般
的
に
言
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
財
政
は
そ
の
基
盤
が
弱
く
、
寄

付
な
ど
の
臨
時
の
収
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
画
が
強
い
。
そ
れ
で
費

用
の
か
か
る
、
労
働
を
通
し
て
の
矯
正
と
い
う
機
能
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い

き
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
単
な
る
懲
罰
機
関
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
ら

　
　
　
⑦

れ
て
い
る
。
　
一
七
世
紀
初
頭
に
は
、
改
革
を
唱
え
る
ト
ー
マ
ス
。
ス
タ
ソ
レ

ー
の
グ
ル
ー
プ
に
そ
の
運
営
を
任
せ
た
た
め
、
一
時
的
に
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
売
春
宿
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
財
源
不
足
を
背
景
と
し
て
、
法
廷
記
録
第
一
巻
が
対
象
と
す

る
開
設
楽
初
の
時
期
と
比
較
し
て
、
第
二
巻
と
第
三
巻
が
対
象
と
す
る
一
五

七
〇
年
代
に
は
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
運
営
面
に
お
い
て
変
化
が
見
い
だ
さ

れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
浮
浪
民
の
人
数
が
増
加
し
て

い
く
が
、
浮
浪
民
の
対
処
の
仕
方
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
従
来
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
行
さ
れ
て
来
た
浮
浪
民
は
鞭
打
ち

の
懲
罰
を
受
け
、
そ
の
後
、
施
設
内
の
挽
き
臼
の
労
働
に
つ
か
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
七
〇
年
代
の
特
に
末
に
な
る
に
つ
れ
て
、
浮
浪
民
に
対
し
単

に
鞭
打
ち
の
懲
罰
だ
け
を
与
え
、
通
行
許
可
証
を
持
た
せ
て
釈
放
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
浮
浪
民
の
人
数
が
増
加
し
、
加
え
て
財
源

不
足
か
ら
彼
ら
全
員
の
収
容
が
不
可
能
に
な
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
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ら
れ
る
。
そ
し
て
μ
ン
ド
ン
出
身
の
浮
浪
民
の
み
を
収
容
し
、
労
働
さ
せ
て

矯
正
す
る
と
い
う
政
策
が
明
確
に
取
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次

の
記
事
を
見
る
と
、

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ト
リ
ケ
ッ
ト
　
ご
ろ
つ
き
。
ブ
レ
ッ
ヂ
通
り
の
代
理
人

で
あ
る
ギ
ャ
レ
ッ
ト
氏
に
よ
り
、
当
所
に
送
ら
れ
て
来
た
。
主
人
が
い
な

く
、
晶
行
が
悪
い
の
で
、
懲
罰
を
受
け
、
労
働
に
つ
か
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
は
市
に
よ
っ
て
、
扶
養
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

＜
＜
o
鯉
。
。
や
窃
謬
＼
露
＼
δ
〉

　
こ
の
人
物
は
浮
浪
民
と
し
て
送
ら
れ
て
来
て
い
る
が
、
他
の
史
料
か
ら
も

判
断
し
て
、
布
が
彼
を
扶
養
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
彼
が
ロ
ソ
ド

ソ
出
身
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
の
記
窮
に
は
そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
リ
ス
・
ス
ト
ヅ
ダ
…
ド
　
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
で
あ
り
、
市
は
彼
女
に

対
し
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
彼
女
は
労
働
に
つ
か
さ
れ
た
。
　
＜
＜
o
ド
。
。
噛

δ
謬
＼
置
＼
H
り
〉

　
こ
れ
は
第
三
巻
の
最
後
の
記
薯
で
あ
る
が
、
こ
の
前
に
は
浮
浪
民
の
記
事

が
続
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
女
性
も
浮
浪
民
と
し
て
連
行
さ
れ
て
来
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
浮
浪
民
の
収
容
・
矯
正
を
ロ
ン
ド
ン
出
身
者
に
限
定
し
、
地

方
か
ら
来
た
浮
浪
民
に
は
懲
罰
の
み
を
施
し
て
、
通
行
許
可
証
を
与
え
て
出

身
地
に
追
い
返
す
と
い
う
方
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
連
行

さ
れ
て
来
た
浮
浪
民
を
出
身
地
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
収
容
し
て
、
そ
の
怠
惰
を

矯
正
す
る
と
い
う
初
期
の
運
営
方
針
か
ら
は
後
退
し
て
い
る
が
、
財
政
上
の

理
由
か
ら
為
さ
れ
た
選
択
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
①
　
口
◆
O
「
○
．
U
8
0
σ
q
剛
三
ρ
o
ワ
鼠
f
＜
o
評
ど
℃
や
＝
ρ
一
ま
㌧
H
Q
。
9

　
②
　
≦
●
機
．
冒
a
騨
P
o
や
9
f
℃
．
一
Φ
幽
’

　
③
閃
．
P
O
．
U
8
0
α
Q
宮
①
”
o
や
。
罫
、
＜
o
｝
．
烈
℃
℃
」
。
。
？
ド
。
。
8

　
④
〉
”
巴
鼠
ω
⑦
8
戦
夢
Φ
切
器
8
δ
詳
。
団
騨
ぎ
彦
o
o
｛
O
o
箕
①
。
9
0
鼻
ぎ
≦
o
の
ぐ

　
　
筥
一
コ
ω
3
さ
ま
O
二
七
導
二
餓
鴇
U
貯
δ
曙
、
い
き
巴
。
ヨ
δ
引
臼
Q
Q
』
㌔
コ
9
ω
O
漏
。
持
同
O
留
．

　
　
こ
の
助
言
欝
は
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
の
役
人
に
よ
っ

　
　
て
霞
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑤
＜
o
野
ド
8
網
罐
ぴ
’

　
⑥
　
前
掲
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
矯
正
院
設
立
助
言
書
に
は
、
役
人
の
年
給
が
助

　
　
言
さ
れ
て
い
て
、
巡
察
官
は
五
ポ
ン
ド
と
さ
れ
て
い
る
。
言
注
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。
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ブライドウェル矯正院の内と外（乳原）

穴
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
一
五
七
〇
年
代
ま
で
の
法
廷
記
録
に
基
づ
き
、
一
六
世
紀
後
半
の
ブ
ラ
イ

ド
ウ
ェ
ル
の
活
動
を
検
証
し
て
み
る
と
、
従
来
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
像
と
は

幾
分
異
な
っ
た
姿
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
浮
浪
民
対
策
の
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
本
稿
で
引
用
さ
れ
た
事
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
浮
浪

民
や
売
春
婦
の
み
で
は
な
く
、
性
道
徳
や
労
働
倫
理
の
「
欠
如
す
る
」
者
を

一
般
的
に
矯
正
す
る
役
割
を
担
っ
た
施
設
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
道

徳
を
監
視
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。
法
廷
記
録
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
道
徳
の
「
欠
如
」
が
「
怠
惰
な
」
、
「
淫
ら
な
」
、
「
下
晶

な
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
連
れ
て
来
ら
れ
た
者
た
ち
を
非

難
す
る
た
め
の
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
施

設
は
、
そ
の
巡
察
官
ら
に
よ
っ
て
犯
罪
容
疑
者
や
不
審
者
を
連
行
し
て
来
る

の
で
あ
る
が
、
外
部
の
者
も
誰
か
を
そ
こ
に
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
特
に
親
方
層
が
自
分
の
徒
弟
・
召
使
い
を
連
れ
て
来
て
、
矯
正
を
依

頼
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
そ
れ
は
民
衆
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
近
所
の
問
題
の
あ
る
人
物
を
密
告
し
た
り
、
あ
る
い
は
身
内
の
者

を
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
れ
て
行
っ
て
、
矯
正
を
依
頼
す
る
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
道
徳
の
取
締
り
に
は
畏
衆
自
身
も
加
担
し
て
い
る
側
面

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
が
道
徳
上
の
矯
正
施
設
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
、
当
特
の
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
い
て
定
着
し
て
お
り
、
怠
惰
で
あ
っ
た

り
、
性
的
不
慮
行
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
は
、
常
に
プ
ラ
イ
ド

ウ
ェ
ル
に
収
容
さ
れ
る
可
能
性
に
晒
さ
れ
て
い
た
と
需
え
る
。
つ
ま
リ
プ
ラ

イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
理
論
的
に
は
、
そ
の
収
容
者
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体

に
労
働
倫
理
を
確
立
し
て
、
住
民
を
道
徳
化
し
て
い
く
機
能
を
有
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
当
特
の
ロ
ソ
ド
ソ
の
道
徳
を
取
締
り
、

そ
の
「
欠
如
す
る
」
者
を
矯
正
す
る
批
俗
機
関
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　
で
は
、
「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
の
問
題
に
対
し
、
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

密
な
る
論
点
を
提
起
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
に
連
行
さ
れ
た
の
は
貧
民
だ
け
で
は
な
く
、
富
裕
な
者
や

地
位
の
高
い
人
物
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
者
た
ち
は
通
常
、

罰
金
刑
で
済
ま
さ
れ
る
し
、
ま
た
連
行
さ
れ
て
来
た
者
の
大
都
分
が
貧
民
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
貧
畏
の
監
禁

・
矯
正
施
設
で
あ
っ
た
と
欝
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
彼
ら
は
貧
民
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
国
儀
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
道
徳
の
「
欠
如
者
」
と
し
て

対
処
さ
れ
、
矯
正
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
者
た
ち
は
、
様

々
な
種
類
の
道
徳
の
「
欠
如
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
こ
の
施
設
に

の
み
基
づ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
　
「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
と
は
「
道
徳
欠
如
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者
の
閉
じ
込
め
し
で
あ
っ
た
と
憶
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

「
非
理
性
」
の
監
禁
と
い
う
フ
ー
コ
ー
の
議
論
に
わ
れ
わ
れ
は
再
び
近
づ
く

こ
と
に
な
る
。
ゲ
レ
メ
ク
は
、
「
貧
民
の
閉
じ
込
め
」
が
近
代
社
会
の
形
成

過
程
に
お
い
て
有
す
る
意
味
を
、
そ
れ
が
労
働
倫
理
を
社
会
に
認
知
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
く
点
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
確
か
に
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
理
想
的
に
は
、

労
働
倫
理
、
道
徳
を
社
会
に
認
知
さ
せ
て
い
く
働
き
を
有
し
て
い
た
と
言
え

る
。
「
閉
じ
込
め
」
の
意
味
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ブ
ラ
イ
ド

ウ
ェ
ル
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
「
閉
じ
込
め
」
の
端
緒
を
示
し
、
監
禁
の
時
代

の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
①
拙
稿
二
六
世
紀
中
葉
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
ェ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
照
酋
－
四
五
頁
。
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